
10

20

JP 7284005 B2 2023.5.30

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7284005号

(P7284005)
(24)登録日　令和5年5月22日(2023.5.22)(45)発行日　令和5年5月30日(2023.5.30)

(54)【発明の名称】　往復動刈刃装置

(51)国際特許分類
　   Ａ０１Ｄ 34/13 (2006.01)
　   Ａ０１Ｇ 3/04 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ０１Ｄ 34/13 　　　Ｃ 　　　
　Ａ０１Ｇ 3/04 ５０１Ｂ 　　　

(21)出願番号　 特願2019-121832(P2019-121832)
(22)出願日　 令和1年6月28日(2019.6.28)
(65)公開番号　 特開2021-7317(P2021-7317A)
(43)公開日　 令和3年1月28日(2021.1.28)

審査請求日　 令和4年5月24日(2022.5.24)

(73)特許権者　 509264132
株式会社やまびこ
東京都青梅市末広町一丁目７番地２

(74)代理人　 110000383
弁理士法人エビス国際特許事務所

(74)代理人　 110000626
弁理士法人英知国際特許商標事務所

(72)発明者　 清水  邦夫
東京都青梅市末広町一丁目７番地２  株 
式会社やまびこ内

審査官　 竹中  靖典

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 厚 さ 方 向 に 互 い に 重 ね た 状 態 で 配 備 さ れ る 一 対 の 往 復 動 刈 刃 と 、
　 前 記 往 復 動 刈 刃 を 長 手 方 向 に 往 復 移 動 自 在 に 支 持 す る 支 持 部 材 と 、
　 前 記 支 持 部 材 の 下 面 側 で 前 記 往 復 動 刈 刃 の 隙 間 を 調 整 す る 調 整 機 構 と を 備 え 、
　 前 記 調 整 機 構 は 、
　 前 記 支 持 部 材 に 設 け た ネ ジ 孔 と 、
　 前 記 往 復 動 刈 刃 に 設 け た 長 孔 を 通 し て 前 記 ネ ジ 孔 に 螺 合 す る 雄 ネ ジ 部 を 備 え た 調 整 ネ ジ  
と 、
　 前 記 支 持 部 材 の 上 面 側 に 突 出 し た 前 記 雄 ネ ジ 部 に 螺 合 し て 前 記 雄 ネ ジ 部 と 前 記 支 持 部 材  
と を 固 定 す る ナ ッ ト と を 備 え 、
　 前 記 支 持 部 材 の 上 面 側 に 突 出 す る 前 記 雄 ネ ジ 部 に は 、 前 記 調 整 ネ ジ の 回 転 を 操 作 す る 被  
操 作 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 往 復 動 刈 刃 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 被 操 作 部 は 、 前 記 雄 ネ ジ 部 の 先 端 に 設 け た す り 割 り 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求  
項 １ 記 載 の 往 復 動 刈 刃 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 被 操 作 部 は 、 前 記 雄 ネ ジ 部 の 先 端 に 設 け た 孔 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記  
載 の 往 復 動 刈 刃 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】

請求項の数　4　（全10頁）
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　 前 記 支 持 部 材 が 独 立 し て 取 り 付 け ら れ る 伝 動 ケ ー ス を 備 え 、
　 前 記 調 整 ネ ジ を 取 り 外 す こ と で 、 前 記 伝 動 ケ ー ス に 前 記 支 持 部 材 を 取 り 付 け た 状 態 で 、  
前 記 往 復 動 刈 刃 を 前 記 支 持 部 材 か ら 取 り 外 し 可 能 に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の  
い ず れ か １ 項 記 載 の 往 復 動 刈 刃 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 往 復 動 刈 刃 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 往 復 動 式 （ 所 謂 バ リ カ ン 式 ） の 刈 刃 を 具 備 し た 往 復 動 刈 刃 装 置 を 備 え た も の と し て は 、  
枝 葉 の 刈 り 込 み や 剪 定 作 業 を 行 う 刈 り 込 み 機 （ ヘ ッ ジ ト リ マ ー ） が 一 般 に 知 ら れ て い る （  
下 記 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 往 復 動 刈 刃 は 、 一 般 の 刈 り 払 い 機 に 採 用 さ れ て い る 回 転 刃 や ナ イ ロ ン カ ッ タ ー に  
比 べ る と 、 作 業 時 に 飛 散 物 が 発 生 し 難 い 利 点 が あ る の で 、 こ の 利 点 を 生 か し 、 手 持 ち 式 の  
操 作 桿 の 先 端 に 往 復 動 刈 刃 装 置 を 装 備 し て 地 面 の 草 刈 り 作 業 を 行 う 刈 り 払 い 機 が 提 案 さ れ  
て い る （ 下 記 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 述 し た 往 復 動 刈 刃 は 、 一 枚 の 刃 物 が 、 長 手 方 向 に 延 長 す る 平 板 状 の 基 部 と こ の 基 部 か  
ら 長 手 方 向 に 交 差 す る 方 向 に 突 設 さ れ た 複 数 の 刃 部 を 備 え て お り 、 ２ 枚 の 刃 物 が 厚 さ 方 向  
に 重 ね ら れ て 、 一 対 の 往 復 動 刈 刃 を 構 成 し て い る 。 そ し て 、 一 対 の 往 復 動 刈 刃 は 、 接 触 面  
で 摺 動 し な が ら 長 手 方 向 に 往 復 移 動 す る こ と で 、 一 方 の 刃 物 の 刃 部 と 他 方 の 刃 物 の 刃 部 に  
挟 ま っ た 物 に 切 断 作 用 を 加 え る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 往 復 動 刈 刃 は 、 ２ 枚 の 刃 物 の 隙 間 が 刈 刃 の 切 断 性 能 （ 切 れ 味 ） に 大 き く 影 響  
す る 。 刈 刃 の 切 れ 味 を 良 い 状 態 に 保 つ た め に は 、 ２ 枚 の 刃 物 の 隙 間 を 適 正 な 幅 に 調 整 す る  
こ と が 必 要 に な る 。 刈 刃 は 、 あ る 程 度 使 用 す る と 刃 物 が 摩 耗 し て ２ 枚 の 刃 物 の 隙 間 が 広 が  
っ て し ま い 切 れ 味 が 低 下 す る 。 従 来 技 術 の 往 復 動 刈 刃 装 置 は 、 刃 物 の 摩 耗 に 対 し て 刈 刃 の  
切 れ 味 を 回 復 さ せ る た め に 、 ２ 枚 の 刃 物 の 隙 間 を 調 整 す る こ と が で き る 調 整 機 構 を 備 え て  
い る （ 下 記 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － １ ３ ６ ３ ７ ０ 号 公 報
特 開 ２ ０ １ ６ － ４ ９ ０ ８ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 の 調 整 機 構 は 、 支 持 板 の 下 面 側 に ２ 枚 の 刃 物 を 重 ね た 状 態 で 摺 動 自 在 に 支 持 す る 構  
造 に お い て 、 支 持 板 に 設 け た 雌 ね じ 部 に 、 ワ ッ シ ャ と ２ 枚 の 刃 物 の 長 孔 を 貫 通 し た 調 整 ね  
じ の 雄 ネ ジ 部 を 螺 合 し て 、 ワ ッ シ ャ と 支 持 板 の 間 に ２ 枚 の 刃 物 を 配 置 し 、 調 整 ね じ の ね じ  
込 み 状 態 を 加 減 す る こ と で ２ 枚 の 刃 物 の 隙 間 を 調 整 し て い る 。 そ し て 、 支 持 板 の 上 面 側 に  
突 出 し た 調 整 ね じ の 雄 ネ ジ 部 に ナ ッ ト を 螺 合 す る こ と で 雄 ネ ジ 部 と 支 持 板 と を 固 定 し て 、  
調 整 し た 隙 間 を 保 持 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 調 整 機 構 に よ っ て ２ 枚 の 刃 物 の 隙 間 調 整 を 行 う 際 に は 、 作 業 者 は 先 ず 、 支 持  
板 の 上 面 側 の ナ ッ ト を 緩 め 、 ２ 枚 の 刃 物 の 下 側 で 調 整 ね じ の 締 め 込 み （ ボ ル ト 回 し ） を 行  
う 。 そ し て 、 ２ 枚 の 刃 物 間 に 適 度 な 隙 間 を 設 け る た め に 、 ２ 枚 の 刃 物 の 下 側 か ら 調 整 ね じ  
を 半 回 転 ほ ど 緩 め る 。 こ れ に よ っ て 適 度 の 隙 間 が 確 保 さ れ る と 、 ２ 枚 の 刃 物 の 下 側 か ら 工  
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具 で 調 整 ね じ が 回 ら な い よ う に 保 持 し 、 支 持 板 の 上 面 側 の ナ ッ ト を 締 め 込 ん で 、 調 整 さ れ  
た 隙 間 を 固 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ に よ る と 、 調 整 を 行 う 作 業 者 は 、 支 持 板 の 上 面 側 で ナ ッ ト の 締 め 緩 め を 行 い 、 ２ 枚  
の 刃 物 の 下 側 で 調 整 ね じ の 締 め 込 み な ど を 行 う た め 、 刃 物 を 挟 ん だ 上 側 と 下 側 に そ れ ぞ れ  
手 を 回 し て 刃 物 の 上 側 と 下 側 を 交 互 に 視 認 し な が ら 作 業 を す る こ と に な り 、 刃 物 と の 接 触  
を 気 に し な が ら の 作 業 に な る た め 、 調 整 作 業 が 繁 雑 に な ら ざ る を 得 な い 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 に 対 処 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ り 、 往 復 動 刈 刃 装 置 に  
お け る ２ 枚 の 刃 物 の 隙 間 調 整 を 簡 易 に 行 う こ と が で き る 調 整 機 構 を 提 供 す る こ と が 、 本 発  
明 の 課 題 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 以 下 の 構 成 を 具 備 す る も の で あ る 。
　 厚 さ 方 向 に 互 い に 重 ね た 状 態 で 配 備 さ れ る 一 対 の 往 復 動 刈 刃 と 、 前 記 往 復 動 刈 刃 を 長 手  
方 向 に 往 復 移 動 自 在 に 支 持 す る 支 持 部 材 と 、 前 記 支 持 部 材 の 下 面 側 で 前 記 往 復 動 刈 刃 の 隙  
間 を 調 整 す る 調 整 機 構 と を 備 え 、 前 記 調 整 機 構 は 、 前 記 支 持 部 材 に 設 け た ネ ジ 孔 と 、 前 記  
往 復 動 刈 刃 に 設 け た 長 孔 を 通 し て 前 記 ネ ジ 孔 に 螺 合 す る 雄 ネ ジ 部 を 備 え た 調 整 ネ ジ と 、 前  
記 支 持 部 材 の 上 面 側 に 突 出 し た 前 記 雄 ネ ジ 部 に 螺 合 し て 前 記 雄 ネ ジ 部 と 前 記 支 持 部 材 と を  
固 定 す る ナ ッ ト と を 備 え 、 前 記 支 持 部 材 の 上 面 側 に 突 出 す る 前 記 雄 ネ ジ 部 に は 、 前 記 調 整  
ネ ジ の 回 転 を 操 作 す る 被 操 作 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 往 復 動 刈 刃 装 置 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 特 徴 を 備 え た 本 発 明 に よ る と 、 支 持 部 材 の 上 側 に 突 出 す る 雄 ネ ジ 部 に 螺 合 す  
る ナ ッ ト を 緩 め て 、 支 持 部 材 の 上 側 に 突 出 す る 雄 ネ ジ 部 に 設 け ら れ る 被 操 作 部 を 工 具 で 操  
作 し て 調 整 ネ ジ を 回 転 す る こ と で 隙 間 調 整 を 行 い 、 支 持 部 材 の 上 側 に て 雄 ネ ジ 部 に 螺 合 し  
た ナ ッ ト を 締 め て 調 整 ネ ジ の 雄 ネ ジ 部 を 支 持 部 材 に 固 定 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、  
支 持 部 材 の 上 側 の み の 操 作 で 往 復 動 刈 刃 の 隙 間 調 整 を 行 う こ と が で き 、 ２ 枚 の 往 復 動 刃 物  
の 隙 間 調 整 を 安 全 且 つ 簡 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 往 復 動 刈 刃 装 置 の 要 部 を 示 し た 説 明 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 往 復 動 刈 刃 装 置 の 要 部 を 示 し た 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 往 復 動 刈 刃 装 置 の 要 部 を 示 し た 断 面 図 。
【 図 ４ 】 往 復 動 刈 刃 装 置 の 一 形 態 例 を 示 し た 外 観 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 往 復 動 刈 刃 装 置 の 一 形 態 例 を 示 し た 分 解 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 往 復 動 刈 刃 装 置 を 備 え る 手 持 ち 作 業 機 の 一 例 を 示 し た 説 明 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 以 下 の 説 明 で 、 異 な る 図 に お け る  
同 一 符 号 は 同 一 機 能 の 部 位 を 示 し て お り 、 各 図 に お け る 重 複 説 明 は 適 宜 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ は 、 本 発 明 の 往 復 動 刈 刃 装 置 の 要 部 を 示 し て い る 。 往 復 動 刈 刃 装 置 １ は 、  
厚 さ 方 向 に 互 い に 重 ね た 状 態 で 配 備 さ れ る 一 対 の 往 復 動 刈 刃 （ 以 下 、 単 に 刈 刃 ） ２ と 、 刈  
刃 ２ を 長 手 方 向 に 往 復 移 動 自 在 に 支 持 す る 支 持 部 材 ３ と を 備 え て お り 、 支 持 部 材 ３ の 下 面  
側 で 一 対 の 刈 刃 ２ の 隙 間 を 調 整 す る 調 整 機 構 １ ０ ０ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 刈 刃 ２ は 、 金 属 板 か ら な る ２ 枚 の 刃 物 ２ Ａ ， ２ Ｂ を 厚 さ 方 向 （ 図 示 Ｚ 方 向 ） に 互 い に 重  
ね た 状 態 で 配 備 し て い る 。 刈 刃 ２ を 構 成 す る 各 刃 物 ２ Ａ ， ２ Ｂ は 、 長 手 方 向 （ 図 示 Ｘ 方 向  
） に 延 長 し て い る 平 板 状 の 基 部 ２ ０ と 、 長 手 方 向 に 交 差 す る 方 向 （ 図 示 Ｙ 方 向 ） に 突 設 さ  
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れ て い る 複 数 の 刃 部 ２ １ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 刃 物 ２ Ａ ， ２ Ｂ の 基 部 ２ ０ は 、 支 持 部 材 ３ に 支 持 さ れ る 部 分 で あ り 、 複 数 の 長 孔 ２ ０ Ａ  
が 刈 刃 ２ の 長 手 方 向 （ 図 示 Ｘ 方 向 ） に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 。 刃 物 ２ Ａ ， ２ Ｂ に 設 け ら れ  
る 刃 部 ２ １ は 、 図 示 の よ う に Ｙ 方 向 の 両 側 に 設 け て も 良 い し 、 片 側 の み に 設 け て も 良 い 。  
こ の 刃 部 ２ １ は 、 所 謂 バ リ カ ン 刃 で あ り 、 ２ 枚 の 刃 物 ２ Ａ ， ２ Ｂ を 長 手 方 向 に 沿 っ て 互 い  
に 摺 動 さ せ る こ と で 、 一 方 の 刃 物 ２ Ａ の 刃 部 ２ １ と 他 方 の 刃 物 ２ Ｂ の 刃 部 ２ １ の 間 に 挟 ま  
る 草 な ど に 切 断 作 用 を 加 え る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 支 持 部 材 ３ は 、 一 対 の 刈 刃 ２ （ 刃 物 ２ Ａ ， ２ Ｂ ） の 基 部 ２ ０ を 長 手 方 向 （ 図 示 Ｘ 方 向 ）  
に 移 動 自 在 に 支 持 し て い る 。 こ の 支 持 部 材 ３ は 、 刈 刃 ２ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 配 備 さ れ た 板  
状 部 材 あ り 、 単 体 で 一 対 の 刈 刃 ２ を 支 持 す る も の で あ っ て も よ い し 、 ２ 枚 の 板 状 部 材 で 一  
対 の 刈 刃 ２ の 基 部 ２ ０ を 挟 む よ う に 支 持 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 調 整 機 構 １ ０ ０ は 、 支 持 部 材 ３ の 下 面 側 で 一 対 の 刈 刃 ２ の 隙 間 を 調 整 す る 。 各 刃 物 ２ Ａ  
（ ２ Ｂ ） は 、 薄 厚 の 板 材 で あ っ て 、 そ れ 単 体 で は 刃 物 と し て の 剛 性 を 有 さ な い が 、 ２ 枚 の  
刃 物 ２ Ａ ， ２ Ｂ を 重 ね る こ と で 刃 物 と し て の 剛 性 が 得 ら れ る 。 こ の 際 、 両 者 間 の 隙 間 は 、  
往 復 動 時 の 摺 動 抵 抗 を 低 く 抑 え る 上 で あ る 程 度 必 要 で は あ る が 、 そ の 隙 間 が 必 要 以 上 に 大  
き く な る と 切 断 性 能 （ 切 れ 味 ） が 低 下 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 刈 刃 ２ は 、 繰 り 返 し の 使 用 で 刃 部 ２ １ だ け で な く 基 部 ２ ０ や 上 下 支 持 板 ３ Ａ ， ３ Ｂ に 摩  
耗 が 生 じ る と 、 刃 物 ２ Ａ ， ２ Ｂ 間 の 隙 間 が 大 き く な っ て 切 れ 味 が 鈍 る こ と に な る の で 、 ２  
枚 の 刃 物 ２ Ａ ， ２ Ｂ 間 の 隙 間 調 整 は 、 刈 刃 ２ の 切 れ 味 を 維 持 す る 上 で 重 要 な メ ン テ ナ ン ス  
に な っ て い る 。 刃 物 ２ Ａ ， ２ Ｂ の 切 れ 味 が 鈍 っ た 場 合 に 、 調 整 機 構 １ ０ ０ に よ っ て 刃 物 ２  
Ａ ， ２ Ｂ 間 を 適 正 な 間 隔 に 調 整 し て 切 れ 味 を 回 復 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 調 整 機 構 １ ０ ０ は 、 支 持 部 材 ３ に 設 け た ネ ジ 孔 １ ０ １ と 、 刈 刃 ２ に 設 け た 長 孔 ２ ０ Ａ を  
通 し て ネ ジ 孔 １ ０ １ に 螺 合 す る 雄 ネ ジ 部 １ ０ ２ Ａ を 備 え た 調 整 ネ ジ １ ０ ２ と 、 支 持 部 材 ３  
の 上 面 側 に 突 出 し た 雄 ネ ジ 部 １ ０ ２ Ａ に 螺 合 し て 雄 ネ ジ 部 １ ０ ２ Ａ と 支 持 部 材 ３ と を 固 定  
す る ナ ッ ト １ ０ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 こ の 調 整 機 構 １ ０ ０ に は 、 支 持 部 材 ３ の 上 面 側 に 突 出 す る 雄 ネ ジ 部 １ ０ ２ Ａ に  
、 調 整 ネ ジ １ ０ ２ の 回 転 を 操 作 す る 被 操 作 部 ２ ０ ０ が 設 け ら れ て い る 。 図 １ 及 び 図 ２ に 示  
す 例 で は 、 被 操 作 部 ２ ０ ０ は 、 雄 ネ ジ 部 １ ０ ２ Ａ の 先 端 に 設 け た す り 割 り 部 ２ ０ ０ Ａ で あ  
り 、 こ の す り 割 り 部 ２ ０ ０ Ａ に マ イ ナ ス ド ラ イ バ ー な ど の 工 具 を 係 合 さ せ る こ と で 、 調 整  
ネ ジ １ ０ ２ を 支 持 部 材 ３ の 上 面 側 か ら 操 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 示 の 例 で は 、 調 整 機 構 １ ０ ０ は 、 刈 刃 ２ の 下 側 か ら ワ ッ シ ャ １ ０ ４ を 介 し て 調 整 ネ ジ  
１ ０ ２ を 長 孔 ２ ０ Ａ に 通 し 、 支 持 部 材 ３ の ネ ジ 孔 １ ０ １ に 調 整 ネ ジ １ ０ ２ の 雄 ネ ジ 部 １ ０  
２ Ａ を 螺 合 し て お り 、 ワ ッ シ ャ １ ０ ４ と 支 持 部 材 ３ と の 間 隔 を 調 整 す る こ と で 、 刃 物 ２ Ａ  
， ２ Ｂ の 隙 間 を 調 整 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う な 調 整 機 構 １ ０ ０ に よ っ て 刃 物 ２ Ａ ， ２ Ｂ の 隙 間 調 整 を 行 う 際 に は 、 先 ず 、 支  
持 部 材 ３ の 上 側 か ら 調 整 ネ ジ １ ０ ２ の 被 操 作 部 ２ ０ ０ に 工 具 を 係 合 し て 調 整 ネ ジ １ ０ ２ の  
回 転 を 止 め 、 支 持 部 材 ３ の 上 側 に あ る ナ ッ ト １ ０ ３ を 緩 め る 。 そ し て 、 被 操 作 部 ２ ０ ０ に  
係 合 し て い る 工 具 で 支 持 部 材 ３ の 上 側 か ら 調 整 ネ ジ １ ０ ２ を 回 し て 、 隙 間 調 整 を 行 う 。 最  
後 に 、 被 操 作 部 ２ ０ ０ に 係 合 し て い る 工 具 で 支 持 部 材 ３ の 上 側 か ら 調 整 ネ ジ １ ０ ２ の 回 転  
を 止 め た 状 態 で 、 支 持 部 材 ３ の 上 側 に あ る ナ ッ ト １ ０ ３ を 締 め 付 け て 、 調 整 ネ ジ １ ０ ２ を  
支 持 部 材 ３ に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 こ の よ う な 調 整 機 構 １ ０ ０ に よ る と 、 刃 物 ２ Ａ ， ２ Ｂ の 下 面 側 に 手 を 回 し て 調 整 ネ ジ １  
０ ２ を 操 作 す る 必 要 が 無 く 、 ま た 、 作 業 者 は 、 刈 刃 ２ の 上 側 の み を 視 認 し な が ら 調 整 作 業  
を 行 う こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 刃 物 ２ Ａ ， ２ Ｂ の 隙 間 調 整 を 簡 易 且 つ 安 全 に 行 う こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ は 、 調 整 機 構 １ ０ ０ に お け る 被 操 作 部 ２ ０ ０ の 他 の 形 態 例 を 示 し て い る 。 こ の 例 で  
は 、 被 操 作 部 ２ ０ ０ は 、 調 整 ネ ジ １ ０ ２ の 雄 ネ ジ 部 １ ０ ２ Ａ の 先 端 部 に 設 け た 孔 部 ２ ０ ０  
Ｂ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 こ の 孔 部 ２ ０ ０ Ｂ に ピ ン 状 の 工 具 を 挿 入 し て 、 前 述 し た 例 と  
同 様 に 調 整 ネ ジ １ ０ ２ を 操 作 す る こ と で 、 作 業 者 は 、 刈 刃 ２ の 上 側 の み を 視 認 し な が ら 調  
整 作 業 を 行 う こ と が で き 、 刃 物 ２ Ａ ， ２ Ｂ の 隙 間 調 整 を 簡 易 且 つ 安 全 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ は 、 前 述 し た 調 整 機 構 を 備 え る 往 復 動 刈 刃 装 置 の 一 形 態 例 を 示 し て い る 。  
こ こ で は 、 刈 刃 を Ｔ 字 形 に 配 置 し た 例 を 説 明 す る が 、 往 復 動 刈 刃 装 置 の 形 態 は 特 に こ れ に  
限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 往 復 動 刈 刃 装 置 １ は 、 伝 動 ケ ー ス ４ を 備 え て い る 。 伝 動 ケ ー ス ４ は 、 刈 刃 ２ を 往 復  
動 さ せ る 伝 動 機 構 が 配 備 さ れ て い る 。 伝 動 機 構 は 図 示 省 略 し た 駆 動 軸 の 回 転 を 往 復 動 に 変  
換 す る も の で あ り 、 刈 刃 ２ の 長 手 方 向 （ 図 示 Ｘ 方 向 ） に 往 復 移 動 自 在 に 支 持 さ れ る 往 復 移  
動 体 （ コ ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ド ） ４ ０ （ ４ ０ Ａ ， ４ ０ Ｂ ） や カ ム ４ １ な ど を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 往 復 移 動 体 ４ ０ （ ４ ０ Ａ ， ４ ０ Ｂ ） は 、 各 刃 物 ２ Ａ ， ２ Ｂ に お け る 基 部 ２ ０ に そ れ ぞ れ  
連 結 す る 連 結 部 ４ ０ ｔ を 具 備 し て い る 。 こ の 連 結 部 ４ ０ ｔ は 、 刈 刃 ２ の 長 手 方 向 に 直 交 す  
る 方 向 （ 図 示 Ｙ 方 向 ） に 向 け て 突 出 す る 凸 部 を 有 し て い る 。 そ し て 、 連 結 部 ４ ０ ｔ が 連 結  
す る 基 部 ２ ０ の 被 連 結 箇 所 に は 、 前 述 し た 連 結 部 ４ ０ ｔ （ 凸 部 ） が 係 合 す る 凹 部 ２ ０ Ｂ が  
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 示 の 例 で は 、 往 復 移 動 体 ４ ０ （ ４ ０ Ａ ， ４ ０ Ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ カ ム ４ １ が 係 合 す る 係  
合 孔 ４ ０ ｍ と 、 伝 動 ケ ー ス ４ 内 の ガ イ ド 部 材 ４ ２ に お け る ガ イ ド 片 ４ ２ Ａ に 嵌 ま る ガ イ ド  
孔 ４ ０ ｎ を 備 え て い る 。 ガ イ ド 孔 ４ ０ ｎ は 、 図 示 Ｘ 方 向 に 沿 っ て 、 係 合 孔 ４ ０ ｍ の 左 右 両  
側 に 一 対 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 述 し た 支 持 部 材 ３ は 、 伝 動 ケ ー ス ４ に 取 り 付 け ら れ 、 一 対 の 刈 刃 ２ （ 刃 物 ２ Ａ ， ２ Ｂ  
） の 基 部 ２ ０ を 挟 ん で 、 刈 刃 ２ を 長 手 方 向 （ 図 示 Ｘ 方 向 ） に 移 動 自 在 に 支 持 し て い る 。 こ  
の 支 持 部 材 ３ は 、 図 示 の 例 で は 、 刈 刃 ２ の 長 手 方 向 （ 図 示 Ｘ 方 向 ） に 延 び る 一 対 の 支 持 板  
（ 上 支 持 板 ３ Ａ と 下 支 持 板 ３ Ｂ ） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 支 持 部 材 ３ の 上 支 持 板 ３ Ａ と 下 支 持 板 ３ Ｂ は 、 間 に ス ペ ー サ ３ ０ を 介 し て 締 結 さ れ る こ  
と で 、 一 対 の 刈 刃 ２ が 収 容 さ れ る ス ペ ー ス を 保 持 し て お り 、 こ の ス ペ ー ス を 保 持 し た 状 態  
で 、 伝 動 ケ ー ス ４ に 独 立 し て 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 一 対 の 刈 刃 ２ は 、 前 述 し た ス  
ペ ー ス 内 に 収 容 さ れ て 、 支 持 部 材 ３ に 対 し て 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ５ を 参 照 し て 、 刈 刃 ２ 及 び 支 持 部 材 ３ の 締 結 ・ 支 持 構 造 を 具 体 的 に 説 明 す る 。 先 ず 、  
支 持 部 材 ３ の 上 支 持 板 ３ Ａ は 、 取 り 付 け ネ ジ ３ １ を 伝 動 ケ ー ス ４ の 孔 ４ Ａ に 通 し て 、 上 支  
持 板 ３ Ａ の ネ ジ 孔 ３ １ Ａ に ね じ 込 む こ と で 、 伝 動 ケ ー ス ４ に 独 立 し て 取 り 付 け ら れ て い る  
。 こ れ に 対 し て 、 上 支 持 板 ３ Ａ と 下 支 持 板 ３ Ｂ は 、 一 対 の 刈 刃 ２ に は 干 渉 し な い 締 結 箇 所  
３ ２ Ａ で 、 締 結 ネ ジ ３ ２ に よ っ て 締 結 さ れ て い る 。 締 結 ネ ジ ３ ２ は 、 下 支 持 板 ３ Ｂ の 孔 と  
ス ペ ー サ ３ ０ を 貫 通 し て 、 上 支 持 板 ３ Ａ の 締 結 箇 所 ３ ２ Ａ に ね じ 込 ま れ る 。 こ れ に よ り 、  
上 支 持 板 ３ Ａ と 下 支 持 板 ３ Ｂ は 、 間 に ス ペ ー サ ３ ０ の 厚 さ ス ペ ー ス を 確 保 し た 状 態 で 締 結  
さ れ 、 こ の 状 態 で 伝 動 ケ ー ス ４ に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 そ し て 、 上 支 持 板 ３ Ａ と 下 支 持 板 ３ Ｂ に 挟 ま れ る 一 対 の 刈 刃 ２ （ 刃 物 ２ Ａ ， ２ Ｂ ） は 、  
前 述 し た 締 結 箇 所 ３ ２ Ａ と は 異 な る 箇 所 で 、 調 整 ネ ジ １ ０ ２ に よ っ て 、 支 持 部 材 ３ に 往 復  
動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 こ こ で 、 ４ 本 の 調 整 ネ ジ １ ０ ２ （ ａ ～ ｄ ） の う ち ２ 本 の 調 整 ネ  
ジ １ ０ ２ （ ａ ） ， １ ０ ２ （ ｄ ） が 、 前 述 し た よ う に ワ ッ シ ャ １ ０ ４ に 挿 入 さ れ て 、 一 対 の  
刈 刃 ２ の 長 孔 ２ ０ Ａ を 通 っ て 上 支 持 板 ３ Ａ の ネ ジ 孔 １ ０ １ に ね じ 込 ま れ 、 ナ ッ ト １ ０ ３ に  
て 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 別 の ２ 本 の 調 整 ネ ジ １ ０ ２ （ ｂ ） ， １ ０ ２ （ ｃ ） が 、 下 支 持 板  
３ Ｂ の 孔 に 挿 入 さ れ て 、 一 対 の 刈 刃 ２ の 長 孔 ２ ０ Ａ を 通 っ て 上 支 持 板 ３ Ａ の ネ ジ 孔 １ ０ １  
に ね じ 込 ま れ 、 ナ ッ ト １ ０ ３ に て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 際 、 調 整 ネ ジ １ ０ ２ （ ａ ） ， １ ０ ２ （ ｄ ） は 、 ワ ッ シ ャ １ ０ ４ と 上 支 持 板 ３ Ａ と の  
間 隔 を 調 整 す る こ と で 、 両 者 間 に 挟 ま れ て い る ２ 枚 の 刃 物 ２ Ａ ， ２ Ｂ の 隙 間 を 調 整 で き る  
よ う に な っ て お り 、 調 整 ネ ジ １ ０ ２ （ ｂ ） ， １ ０ ２ （ ｃ ） は 、 上 支 持 板 ３ Ａ と 下 支 持 板 ３  
Ｂ と の 間 隔 を 調 整 す る こ と で 、 両 者 間 に 挟 ま れ て い る ２ 枚 の 刃 物 ２ Ａ ， ２ Ｂ の 隙 間 を 調 整  
で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ こ で 、 調 整 ネ ジ １ ０ ２ （ ａ ～ ｄ ） に よ っ て 、 一 対 の 刈 刃 ２ が 支 持 部 材 ３ （ 上 支 持 板 ３  
Ａ ） に 支 持 さ れ る 箇 所 は 、 取 り 付 け ネ ジ ３ １ に よ っ て 支 持 部 材 ３ （ 上 支 持 板 ３ Ａ ） が 伝 動  
ケ ー ス ４ に 取 り 付 け ら れ る ネ ジ 孔 ３ １ Ａ と は 異 な る 位 置 に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 調 整  
ネ ジ １ ０ ２ （ ａ ～ ｄ ） を 取 り 外 す だ け で 、 支 持 部 材 ３ を 伝 動 ケ ー ス ４ に 取 り 付 け た ま ま の  
状 態 で 、 一 対 の 刈 刃 ２ の 取 り 外 し が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 支 持 板 ３ Ａ と 下 支 持 板 ３ Ｂ の 間 に は ス ペ ー サ ３ ０ が 介 在 し て い る が 、 ス ペ ー サ ３ ０ を  
介 し て 上 支 持 板 ３ Ａ と 下 支 持 板 ３ Ｂ を 締 結 し て い る 締 結 箇 所 ３ ２ Ａ と は 異 な る 箇 所 に 、 調  
整 ネ ジ １ ０ ２ （ ｂ ） ， １ ０ ２ （ ｃ ） が 設 け ら れ て い る の で 、 調 整 ネ ジ １ ０ ２ （ ｂ ） ， １ ０  
２ （ ｃ ） の 締 め 込 み で 、 上 支 持 板 ３ Ａ と 下 支 持 板 ３ Ｂ が 弾 性 変 形 し て 両 者 の 間 隔 を 調 整 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 一 対 の 刈 刃 ２ の 着 脱 は 、 調 整 ネ ジ １ ０ ２ を 取 り 外 す だ け で 、 往 復 動 刈 刃 装 置 １ を 分 解 す  
る こ と な く 、 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。 す な わ ち 、 ナ ッ ト １ ０ ３ を 調 整 ネ ジ １ ０ ２ か ら 外  
し 、 調 整 ネ ジ １ ０ ２ を 上 支 持 板 ３ Ａ の ネ ジ 孔 １ ０ １ か ら 外 し て 調 整 ネ ジ １ ０ ２ を 引 き 抜 く  
だ け で 、 一 対 の 刈 刃 ２ は 、 支 持 部 材 ３ （ 上 支 持 板 ３ Ａ と 下 支 持 板 ３ Ｂ ） と の 関 係 が フ リ ー  
に な る 。 図 示 の 例 で は 、 調 整 ネ ジ １ ０ ２ の 列 を 締 結 ネ ジ ３ ２ の 列 と 違 う 列 に し て 、 一 対 の  
刈 刃 ２ を 往 復 動 刈 刃 装 置 １ か ら 取 り 外 す 際 に 扱 う ネ ジ を 間 違 え な い よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 刈 刃 ２ と 伝 動 ケ ー ス ４ 内 の 伝 動 機 構 と の 連 結 は 、 往 復 移 動 体 ４ ０ の 連 結 部 ４ ０ ｔ が 刈 刃  
２ の 基 部 ２ ０ に 連 結 し て い る の み で あ り 、 連 結 部 ４ ０ ｔ の 図 示 Ｙ 方 向 に 突 出 す る 凸 部 が 基  
部 ２ ０ の 同 方 向 に 凹 む 凹 部 ２ ０ Ｂ の 係 合 し て い る の み で あ る か ら 、 一 対 の 刈 刃 ２ を 図 示 Ｙ  
方 向 に 引 き 抜 く こ と で 、 簡 単 に 一 対 の 刈 刃 ２ を 支 持 部 材 ３ か ら 取 り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ６ は 、 前 述 し た 往 復 動 刈 刃 装 置 １ を 備 え る 手 持 ち 作 業 機 の 一 例 を 示 し て い る 。 図 示 の  
手 持 ち 作 業 機 １ ０ は 、 操 作 桿 １ １ を 備 え て お り 、 操 作 桿 １ １ の 先 端 部 は 、 伝 動 ケ ー ス ４ に  
装 備 さ れ る 操 作 桿 装 着 部 ４ ３ に 装 着 さ れ て い る 。 操 作 桿 装 着 部 ４ ３ は 、 角 度 調 整 機 構 ４ ３  
Ａ を 介 し て 伝 動 ケ ー ス ４ に 装 備 さ れ て お り 、 角 度 調 整 機 構 ４ ３ Ａ に よ っ て 、 刈 刃 ２ の 作 業  
面 に 対 す る 操 作 桿 １ １ の 立 ち 角 度 が 調 整 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 操 作 桿 １ １ の 内 部 に は 、 前 述 し た 伝 動 機 構 に 動 力 を 伝 達 す る 駆 動 軸 （ 図 示 省 略 ） が 設 け  
ら れ て い る 。 ま た 、 操 作 桿 １ １ の 基 端 に は 、 駆 動 軸 を 駆 動 す る 駆 動 部 １ ２ が 配 備 さ れ 、 更  
に 、 操 作 桿 １ １ の 基 端 側 に は 、 操 作 ハ ン ド ル １ ３ が 設 け ら れ て い る 。 操 作 ハ ン ド ル １ ３ は  
、 操 作 桿 １ １ の 上 側 に 把 持 部 １ ３ Ａ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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　 駆 動 部 １ ２ は 、 操 作 桿 １ １ 内 の 駆 動 軸 を 介 し て 往 復 動 刈 刃 装 置 １ を 駆 動 す る も の で あ り  
、 操 作 桿 １ １ と 略 同 軸 に 配 置 さ れ る モ ー タ が 内 部 に 収 容 さ れ る ハ ウ ジ ン グ １ ４ を 備 え て い  
る 。 ハ ウ ジ ン グ １ ４ に は 、 往 復 動 刈 刃 装 置 １ を オ ン オ フ 操 作 す る 操 作 ス イ ッ チ １ ４ Ｂ を 備  
え た リ ア ハ ン ド ル １ ４ Ａ が 設 け ら れ 、 ま た 、 ハ ウ ジ ン グ １ ４ 内 の モ ー タ に 給 電 す る バ ッ テ  
リ ユ ニ ッ ト １ ５ が 外 付 け さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 手 持 ち 作 業 機 １ ０ は 、 往 復 動 刈 刃 装 置 １ を 備 え た 電 動 式 の 刈 り 払 い 機 で あ り 、 刈 刃  
２ の 長 手 方 向 が 操 作 桿 １ １ の 長 手 方 向 に 対 し て 交 差 す る 方 向 に 配 備 さ れ て い る こ と で 、 操  
作 桿 １ １ の 先 端 に 往 復 動 刈 刃 装 置 １ が Ｔ 字 状 に 装 備 さ れ て い る 。 こ の 手 持 ち 作 業 機 １ ０ は  
、 操 作 ハ ン ド ル １ ３ と ハ ウ ジ ン グ １ ４ の リ ア ハ ン ド ル １ ４ Ａ を 作 業 者 が 手 で 持 っ て 、 操 作  
桿 １ １ を 地 面 に 対 し て 所 定 の 立 ち 角 度 に し た 状 態 で 、 往 復 動 刈 刃 装 置 １ を 駆 動 し て 、 往 復  
動 刈 刃 装 置 １ を 地 面 に 沿 っ て 移 動 し な が ら 刈 り 払 い 作 業 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う な 手 持 ち 作 業 機 １ ０ に よ る と 、 操 作 桿 １ １ を 左 右 に 振 ら な く て も 、 往 復 動 刈 刃  
装 置 １ の 刈 刃 ２ の 長 手 方 向 の 幅 が 作 業 幅 に な り 、 作 業 者 は 、 操 作 桿 １ １ を 前 方 に 押 し な が  
ら 作 業 す る だ け で 、 前 述 し た 作 業 幅 で の 刈 り 払 い 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 こ の た め 、 往  
復 動 刈 刃 装 置 １ を 素 早 く 前 進 さ せ な が ら 作 業 を 行 う こ と が 可 能 に な り 、 作 業 効 率 の 高 い 刈  
り 払 い 作 業 を 実 現 す る こ と が で き る 。 ま た 、 往 復 動 刈 刃 で 刈 り 払 い 作 業 を 行 う の で 、 作 業  
中 の 飛 散 物 の 発 生 を 抑 え る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 作 業 者 及 び そ の 周 囲 の 安 全 を 確  
保 す る こ と が で き る と 共 に 、 作 業 現 場 近 く の 他 人 の 資 産 を 傷 付 け る こ と な く 、 刈 り 払 い 作  
業 を 行 う こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 こ の 手 持 ち 作 業 機 １ ０ に よ る と 、 一 対 の 刈 刃 ２ の 隙 間 調 整 を 簡 易 且 つ 安 全 に 行 う  
こ と が で き る の で 、 繰 り 返 し の 作 業 に 対 し て メ ン テ ナ ン ス 性 の 高 い 作 業 機 を 提 供 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 述 し て き た が 、 具 体 的 な 構 成 は こ  
れ ら の 実 施 の 形 態 に 限 ら れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 の 変 更  
等 が あ っ て も 本 発 明 に 含 ま れ る 。 ま た 、 上 述 の 各 実 施 の 形 態 は 、 そ の 目 的 及 び 構 成 等 に 特  
に 矛 盾 や 問 題 が な い 限 り 、 互 い の 技 術 を 流 用 し て 組 み 合 わ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
１ ： 往 復 動 刈 刃 装 置 ，
２ ： 往 復 動 刈 刃 （ 刈 刃 ） ， ２ Ａ ， ２ Ｂ ： 刃 物 ，
２ ０ ： 基 部 ， ２ ０ Ａ ： 長 孔 ， ２ ０ Ｂ ： 凹 部 ， ２ １ ： 刃 部 ，
３ ： 支 持 部 材 ， ３ Ａ ： 上 支 持 板 ， ３ Ｂ ： 下 支 持 板 ，
３ ０ ： ス ペ ー サ ， ３ １ ： 取 り 付 け ネ ジ ， ３ １ Ａ ： ネ ジ 孔 ，
３ ２ ： 締 結 ネ ジ ， ３ ２ Ａ ： 締 結 箇 所 ，
４ ： 伝 動 ケ ー ス ， ４ Ａ ： 孔 ， ４ ０ ， ４ ０ Ａ ， ４ ０ Ｂ ： 往 復 移 動 体 ，
４ ０ ｔ ： 連 結 部 ， ４ ０ ｍ ： 係 合 孔 ， ４ ０ ｎ ： ガ イ ド 孔 ，
４ １ ： カ ム ， ４ ２ ： ガ イ ド 部 材 ， ４ ２ Ａ ： ガ イ ド 片 ，
４ ３ ： 操 作 桿 装 着 部 ， ４ ３ Ａ ： 角 度 調 整 機 構 ，
１ ０ ： 手 持 ち 作 業 機 ， １ １ ： 操 作 桿 ， １ ２ ： 駆 動 部 ，
１ ３ ： 操 作 ハ ン ド ル ， １ ３ Ａ ： 把 持 部 ，
１ ４ ： ハ ウ ジ ン グ ， １ ４ Ａ ： リ ア ハ ン ド ル ， １ ４ Ｂ ： 操 作 ス イ ッ チ ，
１ ５ ： バ ッ テ リ ユ ニ ッ ト ，
１ ０ ０ ： 調 整 機 構 ， １ ０ １ ： ネ ジ 孔 ， １ ０ ２ ： 調 整 ネ ジ ， １ ０ ２ Ａ ： 雄 ネ ジ 部 ，
１ ０ ３ ： ナ ッ ト ， １ ０ ４ ： ワ ッ シ ャ ，
２ ０ ０ ： 被 操 作 部 ， ２ ０ ０ Ａ ： す り 割 り 部 ， ２ ０ ０ Ｂ ： 孔 部
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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